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平成 29 年度 非核都市宣言平和事業実行委員会 

 第６回議事録（要旨） 

 

日 時：10 月 31 日（火）午後６：15～ 

会 場：かたらいの道市民スペース 

出席者：委員 11 名（深田委員、吉田委員、植村委員、牛田委員、中里委員、 

田村委員、中島委員、北山委員、島津委員、高木委員、小餅委員） 

事務局 ３名 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

（１）「武蔵野市平和の日イベント実施概要【別紙チラシ、資料①、②】 

・事務局より実施概要の説明。 

・事務局より当日業務について説明。 

【事務局】当日は、集合したら、資料のセッティングをお願いします。受付と誘導の担

当を決めていただきたい。 

→司会：小餅委員 

受付：島津委員、田村委員、高木委員、柴田委員 

誘導：北山委員、深田委員、植村委員、中島委員、小島委員 

 

（２）その他 

①研修の実施について【資料③】 

・事務局よりバス研修の実施について説明 

・視察先の希望等あればご提案いただきたい。 

【委 員】時期はいつごろがいいのか。 

【事務局】事務局からは特に指定はない。 

【委 員】１月２月は寒いので、猿島公園は厳しい。 

【委 員】登戸研究所は平成 26 年の研修で訪問したが、当時と今とでは委員も変わっ

ているし、距離的にもいいと思う。 

【委 員】前回視察した際は、バスで登戸研究所と日吉台地下壕の二か所巡った。 

【委 員】登戸研究所の場合、研究されている方の解説がつくといい。 

【委 員】登戸研究所には学芸員がいる。渡辺賢二氏や山田朗氏は先まで予約が入って

いるかもしれない。 

【委 員】前回２か所巡ったが、ハードではなかった。日吉台地下壕は衝撃的だった。

日吉台地下壕保存の会に連絡すれば、当日案内してもらえるだろう。 

【副委員長】他に候補場所はあるか。 

【委 員】以前、個人的に登戸研究所を訪れた際も、資料に沿ってばかりでなく、様々

なことを研究者から説明してもらった。 

【委 員】今回は登戸研究所１か所のみの見学になるか。 

【委 員】登戸研究所１か所に限って、長めに視察してもいいのではないか。 

【委 員】日吉台地下壕もすごいとのことですが。 
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【委 員】日吉台地下壕は個人で見に行くことは難しい。 

【副委員長】何か希望があれば事務局に連絡していただきたい。また、交通手段について

は電車かバスかということか。 

【事務局】登戸であればバスがよいのではないか。 

→日程は１月 25 日（木）に決定した。時間と、登戸研究所以外の視察先については事

務局で判断することになった。 

 

②その他 

・委員より配布資料「昔むかしの関前へ」の紹介。 

【委 員】過去から戦争を学ぶだけでなく、過去から平和を学ぶこともあると感じた。 

【委 員】８月 18 日に大竹まことさんに戦争体験を語っていただいた。実行委員会で

もぜひ、聞いてもらいたい。 

 

・次回の委員会は、12 月 25 日（月）午後６時 15 分～ かたらいの道市民スペースで

開催する。 

 

３ 閉会 


